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キーコード：1483

出力日：令和04年03月15日
事務事業名指定管理施設維持管理事業

22
基本事業： 01スポーツ施設の充実 担当部 教育部  

基本事業の
成果指標

①スポーツ施設満足度 担当課 文化・スポーツ振興課

担当係 スポーツ振興担当

市民 勤労青少年ホーム、農業者トレーニングセンター、筑紫運動広場、山家ス
ポーツ公園、御笠運動広場の維持、管理、運営に関することを民間に委託
することにより、効率的な施設の運営を行い経費の節減を図る。
[スポーツ施設等の運営基本方針]
・市民が安全・快適にスポーツ活動に参加できる場を提供する。
・施設の運営改善と利用者の理解と協力に向けた工夫を凝らしていく。

平成２５年１０月１日に上原田公園の開園に伴い、公園の一部である多目
的グラウンドの使用許可並びに使用料の徴収及び減免に関する事務を委託
している。

民間の知識や技術を取り入れることにより、市民にとって
魅力ある施設の運営を行い、利用者の増加を図る。

計画年度 平成23年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

登録団体数

施設利用者数

104 150103 120 120

163,596 116,856 185,000 185,000 190,000

成果指標名称 単位 目標
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
60,748 64,323 83,948 83,048計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 17,447 17,381

60,748 64,323 66,501 65,667

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.3 0.4 0.4
2,420 3,212 3,168
63,168 67,535 87,116 83,048

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

昨年度に引き続き、登録団体数は横ばいである。
【施設利用者数減の要因】
令和２年　新型コロナウィルス感染拡大防止のため全施設利用中止期間あり
令和元年　新型コロナウィルス感染拡大防止のため全施設利用中止期間あり
令和元年　山家スポーツ公園テニスコート人工芝張替えのため利用中止期間あり
平成30年　農業者トレーニングセンター耐震化工事のため利用中止期間あり
平成29年5月～　山家スポーツ公園野球場利用休止

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

施設の老朽化による修繕費の負担が大きくなってきている。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

施設の効果的な管理運営を行い、利用者の利便性を図る目的とし
て平成２３年４月から指定管理者制度を導入した。
制度導入にあたり、本市の各種スポーツに精通し、２２加盟団体
から構成され専門性にも優れている筑紫野市体育協会と５ヵ年の
委託契約を結んでいる。２８年度に更新（５ヵ年）

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

団体

人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


